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　本学学生の文筆活動、課外活動、資格取得、学外活動等の成
果を広く表彰する「ＴＫＵ進一層賞」。かつては活動分野ごと
別々の表彰制度であったものを、2009年度に「ＴＫＵ進一
層表彰制度」として統一し、「学芸部門」、「資格取得部門」、「課
外活動部門」のそれぞれを表彰してきました。2017年度に
は、近年とみに学外コンテストなどで華々しい成果を残して
いるゼミ活動に着目して、「課外活動部門」から「ゼミ学外活
動部門」を独立させるとともに「ＴＫＵ進一層賞」と新たな名
称が付けられました。
　2018年3月7日（水）、「ＴＫＵ進一層賞」と名称が改まっ
て初めてとなる表彰式では、「学芸部門」で４名、「資格取得部
門」では主たる資格で45名、その他資格では545名、「課外活
動分野」で5名と1団体、「ゼミ学外活動部門」では8つのゼミ
ナールがそれぞれ表彰されました。
　表彰対象となる活動成果の難易度によって表彰内容は異
なりますが、注目すべきは表彰された学生の数ではないで
しょうか。サークル単位やゼミ単位で表彰されている形があ
ることも併せて考えれば、実に多くの学生がこの制度によっ
て表彰されていることになります。

　応募の時期はエントリーする「部門」によって違いがある
ものの、表彰に結びつくのは活動の成果ですから、取り組み
始めるのならば早いにこしたことはありません。年度初め
の今こそスタートを切る絶好の機会です。対象が多岐にわ
たっている分、表彰される可能性は誰にでもあるというこ
とができそうです。
　「一年の計は元旦にあり」ではありませんが、年度初めの
一念発起で取り組んでいけば2018年度の「ＴＫＵ進一層
賞」表彰式の場に立つ自分がいるかもしれません。
　ぜひ挑戦してみてください。



山下　玲子　
（やました　れいこ）　

★メディアコミュニケーション基礎、　
    コミュニケーション心理学、社会調査入門
◆野球観戦、漫画、スキー、ジグソーパズル
■札幌、川口、練馬と渡り歩き、約20年ぶりに多摩の
地です。東経大コミュニケーション学部の先進的な
取組にずっと憧れを抱いていました。その喜びを忘
れずに、教育、研究、学務にしっかり励みます。

教授

安斎　利洋　
（あんざい　としひろ）

★表現と批評「可能人類学～スペキュラティブ・ワーク
ショップ」、メディア制作ワークショップ「野生のコン
ピューティング」、身体表現ワークショップ「アーティス
トと作るワークショップ」
◆料理を作りその写真を撮る歴18年、夢日記歴24年
■飛行機が発明される前、紙飛行機は紙ダーツと呼ばれ
ていました。今この時代にも、将来別の名前に変わる紙
ダーツがあるはずです。潜在的な紙飛行機を見つける力
を、ともに培いたいと思います。

客員教授

コミュニケーション学部

【学長メッセージ】
　東京経済大学に入学された皆さん、おめでとうございます。
　皆さんは、今日から自由な学問研究を尊重してきた「自由の
学府」東京経済大学で学ぶことになります。確かな知識を
身につけ学問の基礎を学ぶうえで正課の授業が大切なことは言
うまでもありませんが、皆さんの行動力、協調性と柔軟性、
忍耐力と責任感を養ううえで課外活動がたいへん有効です。
クラブ、サークルそしてゼミやクラスで友人をつくり、いろいろ
なことを語り合ってください。
　友人との語らいを楽しむ一方で、本もまた皆さんのかけがえ
のない友人になります。大学ではぜひ読書の習慣を身につけて
ください。読書もまた「友との語らい」と同様に皆さんの人間
的広がりと心の豊かさをつくります。そして何もよりも皆さん
を真の意味で「自由な人間」にします。
　皆さんは今日から私たちの仲間です。先輩たちの行動、それ
を支えた「東経大スピリット」を絶えず想起しながら、東京
経済大学の新しい伝統を一緒につくっていきましょう。
（2018年度入学式式辞より抜粋　全文は本学HPに掲載しています）

２０１８年度
入学式挙行！！

学長
　岡本　英男
  　（おかもと   ひでお）

総勢1732名の新入生（編入学 ・ 学士入学 ・

大学院等を含む）を迎え、2018年4月1日付けで

学長に就任した岡本英男経済学部教授が、学長として

初めての入学式に臨みました。
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★主な担当科目（教員のみ）　 ◆趣味 ・ 特技　 ■東経大での抱負　※敬称略2018年度 新任教職員紹介

重田　雄樹
（しげた　ゆうき )

★証券市場論
◆瞑想
■教育・研究を通して、東京経済大学に貢献し
たいと思っております。

小林　海
（こばやし　かい）　

★健康の科学、スポーツＢ
◆スポーツ観戦、ゴルフ、スキー
■運動・スポーツの良さを学生と共有できる環
境づくりを実現できるように尽力します。

寺田　佳孝
（てらだ　よしたか）　

★教育学、教育原理等教職課程科目
◆車での旅行、とくに温泉訪問
■ドイツの政治教育を手がかりに政治・経済・
社会問題の教育方法、教育と社会の関係性を考え
ています。この課題について皆様の諸活動に学び
つつ、より深く検討できれば幸いです。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

経済学科　専任講師 経済学科　専任講師 経済学科　特任講師

 小林　かおる
（こばやし　かおる )

★英語コミュニケーション
◆演劇・映画・海外ドラマ、旅行、ピラティス
■母語が異なる人々が集う場におけるコミュニ
ケーションに興味を持っています。授業では、学
生の皆さんに英語を使う楽しさを体験していた
だけたらと願っています。

経済学科　特任講師

李　海訓
（り　かいくん）　

★食糧・資源問題
◆サッカー観戦
■学部1年生に戻ったような気持ちで、学生のみ
なさんと楽しく勉強したいと思います。

国際経済学科　専任講師

 松本　充弘
（まつもと　みつひろ）

★多国籍企業の現状、英語経済セミナー、演習
◆仕事、飲み会、子育て
■本学を卒業してから約20年、教員として母校に
帰ってきました。現職は米系飲料メーカーの日本法
人代表ですが、教員としての目標は皆さんがワクワ
クする授業を行うこと。キャリア相談等もお気軽に
お声掛けください。

国際経済学科　客員教授

小暮　厚之
（こぐれ　あつゆき )

★保険論、リスクマネジメント論、経営統計
◆ギター演奏
■教育・研究を通して、東経大の発展に少しで
も寄与できれば幸いです。
学生の皆さんと一緒に学べることを楽しみにし
ています。

流通マーケティング学科　
教授

高平　奇恵
（たかひら　きえ )

★刑事手続と法
◆歌、読書、料理
■「学ぶ」ことの楽しさを学生の皆さんと共有し
ていきたいと思っています。
刑事手続、そして、この社会の在り方を一緒に考
えていきましょう。

准教授

経済学部

原口　恭彦
（はらぐち　やすひこ）

★経営管理論
◆街巡り、スポーツ観戦
■激しい社会変動に対抗できる教育・研究の実
践を通じて、伝統ある本学の発展に寄与したいと
考えております。

経営学科　教授

経営学部

田邉　真敏
（たなべ　まさとし）　

★会社法、企業取引法
◆古い街並みの散策（国内・海外問わず）、乗り鉄。
通訳案内士の資格を持っています。
■卒業後すぐには役に立たないかもしれない、で
もきっといつか勉強しておいてよかったと思える
ことがあるような授業を目指します。
企業法務部門と大学でのデュアル・キャリアを
生かした教育・研究に取り組みます。

教授

現代法学部

夏目　真衣
（まつめ　まい）　

◆旅行
■2020年に創立120周年を迎え
る伝統ある母校を重んじながら、教
学ビジョンに沿い、更なる発展に尽
力すると共に、自分自身も進一層の
気概を大切に成長したいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

専任職員
廿樂　優香子
（つづら　 ゆかこ）　

◆小銭貯金　インコと遊ぶ
■私が東経大を好きになったよ
うに、“東経大で良かった”、“東
経大が好き”と更に思ってもら
えるよう、全力を尽くします。

専任職員

職 員 羽貝　正美
（はがい　まさみ）　

大学は自分を成長させるための学びの場であり
時間です。自分を鍛え、社会に出ていくための準
備の時間ともいえます。様々な学びと多くの出
会いを通して社会への目を開き、自分自身の可
能性を広げる豊かな4年間としてください。

新入生のみなさんが誇りにしてよいものの一つ
が本学の図書館です。建物もカッコイイのです
が、もっと大切なことは蔵書の充実ぶり。大学生
になってこれを活用しないのは惜しい。
いま本を読んでおくと、一生の宝になりますよ。

徐　京植
（そ　きょんしく）　

4年間＝1,461日＝35,064時間。「時は金なり」で
すので，この時間を有効に利活用してくださ
い。大学での4年間は長いようで短く感じられ
ると思います。
充実した4年間となることを祈念いたします。

竹内　秀一
（たけうち　ひでかず）　

モノやお金は使えばなくなりますが、頭は使う
ほどよくなります。4年間の学びを通して信頼で
きる情報を見極める知性と、社会や企業の課題
を解決する能力、A I にはない創造性と心の豊か
さを身につけて、一生の財産にしましょう。

岸　志津江   
（きし　しずえ）

南原　真
（なんばら　まこと )

皆さんが是非充実した日々をすごせるよう
願っています。大学では部活やサークル、2年次
からはゼミに入り友達を作りましょう。
長い休みには旅行、アルバイト、ボランティア
などを通して見聞を広めてください。

経済学部長

18歳の頃を振り返るとああしておけばよかっ
た、ということばかりで、皆さんにあれこれお説
教をしてしまいそうです。でもそんな年寄りの
お説教を聞くよりは、失敗を恐れず、自分で思う
ところをやってみてください。

新正　裕尚
（しんじょう　ひろなお）

柴内　康文
（しばない　やすふみ）　

コミュニケーションのあり方の大きな変化が社
会で進む現在は、まさにそれについて学び、理解
を深める絶好のタイミングと思います。
ともに学び、また作りあげていくなかで大きく
成長されることを心から願っています。

青木　亮
（あおき　まこと）　

自分が夢中になれることを見つけてください。世界
が広がります。また大変でも、自分の頭で考えて行
動するように心がけましょう。
最後に、大学時代はいろいろな意味で自由が広がり
ます。自由には責任が伴うことを自覚してもらえれ
ばと思います。

副 学 長副 学 長

経営学部長 コミュニケーション学部長

現代法学部長 全学共通教育センター長 図書館長

２０１８年度
大学役職者から

新入生へのメッセージ
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もきっといつか勉強しておいてよかったと思える
ことがあるような授業を目指します。
企業法務部門と大学でのデュアル・キャリアを
生かした教育・研究に取り組みます。

教授

現代法学部

夏目　真衣
（まつめ　まい）　

◆旅行
■2020年に創立120周年を迎え
る伝統ある母校を重んじながら、教
学ビジョンに沿い、更なる発展に尽
力すると共に、自分自身も進一層の
気概を大切に成長したいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

専任職員
廿樂　優香子
（つづら　 ゆかこ）　

◆小銭貯金　インコと遊ぶ
■私が東経大を好きになったよ
うに、“東経大で良かった”、“東
経大が好き”と更に思ってもら
えるよう、全力を尽くします。

専任職員

職 員 羽貝　正美
（はがい　まさみ）　

大学は自分を成長させるための学びの場であり
時間です。自分を鍛え、社会に出ていくための準
備の時間ともいえます。様々な学びと多くの出
会いを通して社会への目を開き、自分自身の可
能性を広げる豊かな4年間としてください。

新入生のみなさんが誇りにしてよいものの一つ
が本学の図書館です。建物もカッコイイのです
が、もっと大切なことは蔵書の充実ぶり。大学生
になってこれを活用しないのは惜しい。
いま本を読んでおくと、一生の宝になりますよ。

徐　京植
（そ　きょんしく）　

4年間＝1,461日＝35,064時間。「時は金なり」で
すので，この時間を有効に利活用してくださ
い。大学での4年間は長いようで短く感じられ
ると思います。
充実した4年間となることを祈念いたします。

竹内　秀一
（たけうち　ひでかず）　

モノやお金は使えばなくなりますが、頭は使う
ほどよくなります。4年間の学びを通して信頼で
きる情報を見極める知性と、社会や企業の課題
を解決する能力、A I にはない創造性と心の豊か
さを身につけて、一生の財産にしましょう。

岸　志津江   
（きし　しずえ）

南原　真
（なんばら　まこと )

皆さんが是非充実した日々をすごせるよう
願っています。大学では部活やサークル、2年次
からはゼミに入り友達を作りましょう。
長い休みには旅行、アルバイト、ボランティア
などを通して見聞を広めてください。

経済学部長

18歳の頃を振り返るとああしておけばよかっ
た、ということばかりで、皆さんにあれこれお説
教をしてしまいそうです。でもそんな年寄りの
お説教を聞くよりは、失敗を恐れず、自分で思う
ところをやってみてください。

新正　裕尚
（しんじょう　ひろなお）

柴内　康文
（しばない　やすふみ）　

コミュニケーションのあり方の大きな変化が社
会で進む現在は、まさにそれについて学び、理解
を深める絶好のタイミングと思います。
ともに学び、また作りあげていくなかで大きく
成長されることを心から願っています。

青木　亮
（あおき　まこと）　

自分が夢中になれることを見つけてください。世界
が広がります。また大変でも、自分の頭で考えて行
動するように心がけましょう。
最後に、大学時代はいろいろな意味で自由が広がり
ます。自由には責任が伴うことを自覚してもらえれ
ばと思います。

副 学 長副 学 長

経営学部長 コミュニケーション学部長

現代法学部長 全学共通教育センター長 図書館長

２０１８年度
大学役職者から

新入生へのメッセージ



50
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
と

大
学
に
お
け
る「
学
生
相
談
」は
戦
後
、ア
メ
リ
カ

か
ら
厚
生
補
導（Student Personnel Services

）

の
考
え
方
が
日
本
に
導
入
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。日
本
で
初
め
て
の
学
生
相
談
所
が

東
京
大
学
と
山
口
大
学
に
設
置
さ
れ
た
の
が
１
９

５
３
年
の
こ
と
で
す
の
で
、東
経
大
の
学
生
相
談

室
も
日
本
の
大
学
の
中
で
は
歴
史
あ
る
相
談
室
の

一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。個
性
に
応
じ
た
、き
め

細
か
な
サ
ポ
ー
ト
に
力
を
入
れ
て
き
た
本
学
の
手

厚
い
学
生
支
援
の
精
神
は
50
年
間
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
、学
生
相
談
室
は
現
在
も
教
学
ビ
ジ
ョ
ン

「
東
経
大
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
０
」に
示
さ
れ
た

「
サ
ポ
ー
ト
・
ク
オ
リ
テ
ィ
」の
担
い
手
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

開
室
50
周
年
記
念
講
演
会
を
開
催

　

学
生
相
談
室
で
は
、２
０
１
８
年
２
月
28
日

（
水
）に
大
倉
喜
八
郎   

進
一
層
館（
フ
ォ
ワ
ー
ド

ホ
ー
ル
）で
開
室
50
周
年
を
記
念
す
る
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。教
育
人
間
学
の
第
一
人
者
で
あ

る
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
西
平
直
教

授
を
講
師
に
招
聘
し
、教
職
員
を
含
む
１
６
３
名

の
参
加
を
得
た
講
演
会
は
、「
ジ
ェ
ネ
レ
イ
シ
ョ
ナ

ル
・
サ
イ
ク
ル
と
は
何
か
ー
人
生
の
法
則
と
偶

然
ー
」と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。「
今
で
は
先
行

世
代
に
対
す

る
ケ
ア
と
し

て
親
の
介

護
、将
来
世

代
に
対
す
る

ケ
ア
と
し
て

子
育
て
、さ

ら
に
自
分
自

身
の
ケ
ア
が

必
要
な
時
代

と
な
っ
て
お

り
、バ
ラ
ン

ス
の
と
り
方
が
大
切
だ
」と
の
講
師
の
指
摘
を
受

け
た
今
回
の
講
演
も
、日
々
の
研
鑽
の
ひ
と
つ
と

し
て
学
生
の
み
な
さ
ん
と
対
応
し
て
い
く
上
で
必

ず
や
役
立
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
学
生
相
談
室
で
は

　

学
生
相
談
室
は
１
号
館
２
階
。２
０
１
５
年
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
学
生
相
談
専
用
の
６
つ
の
面
接

室
と
学
生
同
士
で
情
報
交
換
で
き
る
サ
ロ
ン（
談

話
室
）が
整
い
ま
し
た
。学
生
相
談
委
員
の
教
職

員
、臨
床
心
理
士
、精
神
科
医
が
安
全
で
快
適
な
面

接
室
で
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
お
り
、も
ち

ろ
ん
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
る
こ

と
に
も
万
全
を

期
し
て
い
ま

す
。２
０
１
６

年
度
の
利
用
率

は
６
・
３
％
で
、

日
本
学
生
相
談

学
会
の
全
国
調

査
に
よ
る
平
均

と
比
べ
て
高
い

利
用
率
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
、東
経
大
の
学
生
相
談
室
が
利
用

し
や
す
い
環
境
を
作
り
出
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　大学での4年間の学生生活は、新しい出会いと驚きの発見に満ち満ちています。その一方で、学生
のみなさんが大人への過渡期にさしかかって「不安」や「不満」の気持ちを抱くようなことにも少な
からず直面することでしょう。新入生の方々はなおのこと戸惑いが多くあるのではないでしょうか。
　東経大の学生相談室は、学業や進路をはじめプライベートな問題に至るまでさまざまな相談に対応
するため、1967年5月に開室されました。以来、「カウンセリングは自らの力を高めるためのクリエ
イティブな協同作業である」として常に学生に寄り添い、2017年度には開室50周年を迎えました。

学生相談室で待っています
　学生相談と聞くと、一部の病気を患ったり、困った事態に陥っ
たりした学生のためのものと想像してしまうかもしれません。し
かし、学生相談が担うのは「その人らしいより良い人生を送るた

めのプラスα」となること。カウンセ
リングは自らの力を高めるためのクリ
エイティブな協同作業なのです。

　学生のみなさん一人ひとりの
その人らしさ、そこにポジティ
ブ志向を上乗せしていく協同作
業にぜひ一緒に取り組んでいき
ましょう。

カ）始が９談のめ手継ンたつ

然
ー
」と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。「

一人ひとりその人らしく、

より良い学生生活を送るためのプラスα

～開室 50 周年を迎えた学生相談室の役割～

私
の
★
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

准
教
授　

松
永　

智
子

も
は
や
産
後
で
は
な
い

総
務
部
長

武
末　

直
子

第3回教員★リレーコラム

第3回職員★リレーコラム

　

赤
ん
坊
に
読
み
聞
か
せ
る
、
と
い
う
体
で
、

夢
中
に
な
っ
て
絵
本
を
読
み
ま
く
っ
て
い
た
育

休
も
佳
境
の
あ
る
日
。
思
い
が
け
ず
、
本
コ
ラ

ム
執
筆
の
ご
指
名
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
育
児
に

の
め
り
込
む
一
方
、
仕
事
を
中
断
し
て
い
る
後

ろ
め
た
さ
は
ど
ん
ど
ん
募
る
。
再
起
動
の
好
機

か
と
、
恥
を
承
知
で
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
と
い
う
わ
け
で
、
私
の
★
研
究
。

や
り
残
し
て
い
る
「
宿
題
」
の
話
を
さ
せ
て
下

さ
い
。
博
士
論
文
を
早
く
本
に
し
な
け
れ
ば
、

と
い
う
話
（
宣
誓
）
で
す
。

　

日
本
の
英
字
新
聞
は
、
一
体
誰
に
向
け
て
刊

行
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
高
校
生
の
頃
に
教

材
と
し
て
い
たJapan Tim

es

（JT

）
が
、
明

治
三
〇（
一
八
九
七
）
年
に
日
本
人
の
手
に
な

る
初
め
て
の
英
字
新
聞
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
と

知
っ
た
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
史
を
志
し
、
未
開
拓

の
テ
ー
マ
を
必
死
に
探
し
て
い
た
と
き
の
こ
と

で
し
た
。
政
府
の
支
援
を
受
け
たJT

は
、
権

力
批
判
を
理
想
と
す
る
既
存
の
新
聞
研
究
で
は

「
御
用
紙
」
と
看
過
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

実
際
にJT

は
、
戦
時
中
に
政
府
の
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
を
担
う
の
で
す
が
、
始
ま
り
は
、
内
地

雑
居
を
前
に
し
た
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
対
策
の
メ
デ
ィ
ア
で
し
た
。
論
説
記
事
の
み

な
ら
ず
、
日
本
語
新
聞
の
解
説
欄
、
求
人
広
告
、

投
書
欄
も
充
実
し
て
い
き
ま
す
。
日
本
語
リ
テ

ラ
シ
ー
の
な
い
外
国
人
に
、
生
活
情
報
を
提
供

し
、日
本
人
が
英
語
を
学
ぶ
場
、相
互
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
場
と
す
る
。
そ
の
大
義

名
分
は
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
、
挫
折
し
た
の

か
を
ま
と
め
ま
し
た
。
素
敵
な
編
集
者
に
巡
り

合
っ
て
意
気
揚
々
と
企
画
書
を
書
き
、
指
導

教
官
に
推
薦
書
ま
で
も
ら
っ
て
出
版
計
画
が

立
っ
た
の
に
、
筆
の
遅
さ
ゆ
え
未
だ
手
を
離

れ
て
い
ま
せ
ん
。
師
匠
に
は
「
巧
遅
は
拙
速

に
如
か
ず
」
と
指
導
さ
れ
て
き
た
の
に
。

　

東
経
大
に
就
職
が
決
ま
っ
て
京
都
を
出
る

と
き
、あ
る
先
生
に
こ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。「
研

究
者
と
し
て
独
り
立
ち
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

自
分
の
先
生
か
ら
自
由
に
な
る
と
い
う
こ
と

な
ん
だ
。
も
の
の
考
え
方
か
ら
着
眼
、
文
体

に
至
る
ま
で
、
み
ん
な
指
導
教
官
の
影
響
を

恐
ろ
し
く
受
け
て
い
る
。
先
生
が
偉
大
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
ね
。
師
匠
の
縮
小
再
生
産
に

邁
進
す
る
危
険
だ
っ
て
あ
る
。
だ
か
ら
一
度
、

自
分
の
中
の
“先
生
”を
抜
く
、
と
い
う
努
力

が
若
手
に
は
必
要
だ
と
思
う
よ
。
ま
あ
、
十

年
は
か
か
る
だ
ろ
う
ね
」。

　

な
る
ほ
ど
そ
う
か
と
肝
に
命
じ
て
か
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
に
四
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し

た
。
関
西
と
は
異
な
る
東
京
の
知
的
風
土
に

刺
激
を
受
け
、
新
し
い
こ
と
も
始
め
て
は
み

た
け
れ
ど
、「
宿
題
」
を
提
出
し
な
い
限
り
、

私
は
永
遠
に
先
生
か
ら
自
由
に
は
な
れ
な
い
。

子
ど
も
の
寝
息
が
砂
時
計
の
砂
の
音
に
聞
こ

え
て
き
て
・・・「
や
ば
い
！
」
と
飛
び
起
き
る
。

私
の
産
後
景
気
は
終
わ
っ
た
。
研
究
者
生
命

の
瀬
戸
際
に
立
っ
て
い
る
よ
う
な
、
ス
リ
ル

満
点
の
、
春
で
す
。

次
号
は
・
・
・
経
済
学
部
専
任
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　

山
辺　

弦
先
生
で
す
。

　

今
か
ら
お
よ
そ
五
年
前
、当
時
の
事
務
局
長

に
呼
ば
れ
総
務
課
長
へ
の
就
任
を
告
げ
ら
れ

た
。青
天
の
霹
靂
、か
な
り
の
驚
き
だ
っ
た
。中

途
採
用
で
本
学
に
就
職
し
て
十
九
年
の
ほ
と
ん

ど
を
、情
報
シ
ス
テ
ム
課
で
過
ご
し
て
き
た
。前

職
で
の
知
識
・
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
大
学
の

情
報
化
に
貢
献
で
き
る
職
場
に
自
分
と
し
て
も

満
足
し
て
い
た
し
、勿
論
異
動
が
あ
り
得
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
た
も
の
の
、何
と
な
く
自
分

は
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
、と
勝
手
に
思
っ
て
い
た

の
で
、正
直
本
当
に
び
っ
く
り
し
た
。

　

そ
の
際
、与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
が
、新
職
員
人

事
シ
ス
テ
ム
の
構
築
だ
っ
た
。本
学
以
外
の
職

場
の
経
験
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、本
学

の
職
場
環
境
に
課
題
を
感
じ
て
い
た
部
分
は

あ
っ
た
。組
織
と
し
て
人
を
育
て
る
仕
組
み
や

風
土
が
希
薄
な
こ
と
、皆
で
目
標
を
共
有
し
て

前
向
き
に
頑
張
る
推
進
力
が
弱
い
こ
と
、そ
ん

な
こ
と
は
ず
っ
と
感
じ
て
い
た
の
で
、新
し
い

挑
戦
を
始
め
よ
う
と
い
う
思
い
で
、総
務
課
長

に
就
任
し
た
。

　

就
任
し
た
ら
、そ
ん
な
思
い
は
吹
き
飛
ん
で

し
ま
う
よ
う
な
慌
た
だ
し
い
毎
日
の
連
続
だ
っ

た
。総
務
課
の
業
務
経
験
に
乏
し
か
っ
た
の
で
、

向
き
合
う
こ
と
一
つ
一
つ
全
て
が
勉
強
だ
っ

た
。そ
れ
で
も
容
赦
な
く
目
の
前
を
膨
大
な
書

類
が
通
過
し
、事
故
や
苦
情
な
ど
様
々
な
突
発

的
案
件
が
降
り
か
か
り
、諸
々
の
行
事
の
波
が

流
れ
て
き
た
。課
員
、上
司
は
じ
め
周
囲
の
方
々

の
協
力
、助
言
に
よ
り
、何
と
か
毎
日
を
凌
い
で

来
た
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

　

総
務
部
長
に
な
る
と
、ま
た
一
気
に
業
務
範

囲
が
広
が
り
、果
た
す
べ
き
役
割
も
大
き
く

な
っ
た
。経
理
も
管
財
も
、専
門
的
知
識
が
求

め
ら
れ
る
分
野
な
の
に
、自
分
に
は
足
り
な
い

も
の
が
多
す
ぎ
る
。勉
強
し
情
報
を
集
め
な
が

ら
、そ
し
て
、周
囲
の
方
々
の
協
力
、助
言
の
お

か
げ
で
何
と
か
毎
日
を
凌
い
で
い
る
状
態
は

相
変
わ
ら
ず
。本
来
は
、キ
ャ
リ
ア
を
き
ち
ん

と
積
み
上
げ
て
、そ
の
上
で
然
る
べ
き
役
割
を

担
う
べ
き
で
あ
る
と
思
う
も
の
の
、そ
ん
な
こ

と
を
言
っ
て
い
る
間
も
な
く
、明
日
の
予
定
も

山
盛
り
状
態
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
で
は
あ
る
が
、総
務
課
長
に
就
任

し
た
時
に
感
じ
て
い
た
課
題
、「
組
織
と
し
て

人
を
育
て
る
仕
組
み
作
り
」、「
皆
で
目
標
を
共

有
し
て
前
向
き
に
頑
張
れ
る
環
境
作
り
」に
向

け
て
、一
歩
ず
つ
で
も
前
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

新
学
期
が
始
ま
り
、新
入
生
を
迎
え
賑
わ
う

キ
ャ
ン
パ
ス
。眩
し
い
新
緑
が
芽
吹
い
て
い

る
。あ
と
何
度
、こ
の
景
色
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
、と
思
い
な
が
ら
、今
、自
分
に

で
き
る
最
善
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

次
号
は
・
・
・
学
務
部
長　

　
　
　
　
　
　
　

小
林　

克
己
さ
ん
で
す
。

私
の
★
シ
ゴ
ト
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50
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
と

大
学
に
お
け
る「
学
生
相
談
」は
戦
後
、ア
メ
リ
カ

か
ら
厚
生
補
導（Student Personnel Services

）

の
考
え
方
が
日
本
に
導
入
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。日
本
で
初
め
て
の
学
生
相
談
所
が

東
京
大
学
と
山
口
大
学
に
設
置
さ
れ
た
の
が
１
９

５
３
年
の
こ
と
で
す
の
で
、東
経
大
の
学
生
相
談

室
も
日
本
の
大
学
の
中
で
は
歴
史
あ
る
相
談
室
の

一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。個
性
に
応
じ
た
、き
め

細
か
な
サ
ポ
ー
ト
に
力
を
入
れ
て
き
た
本
学
の
手

厚
い
学
生
支
援
の
精
神
は
50
年
間
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
、学
生
相
談
室
は
現
在
も
教
学
ビ
ジ
ョ
ン

「
東
経
大
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
０
」に
示
さ
れ
た

「
サ
ポ
ー
ト
・
ク
オ
リ
テ
ィ
」の
担
い
手
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

開
室
50
周
年
記
念
講
演
会
を
開
催

　

学
生
相
談
室
で
は
、２
０
１
８
年
２
月
28
日

（
水
）に
大
倉
喜
八
郎   

進
一
層
館（
フ
ォ
ワ
ー
ド

ホ
ー
ル
）で
開
室
50
周
年
を
記
念
す
る
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。教
育
人
間
学
の
第
一
人
者
で
あ

る
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
西
平
直
教

授
を
講
師
に
招
聘
し
、教
職
員
を
含
む
１
６
３
名

の
参
加
を
得
た
講
演
会
は
、「
ジ
ェ
ネ
レ
イ
シ
ョ
ナ

ル
・
サ
イ
ク
ル
と
は
何
か
ー
人
生
の
法
則
と
偶

然
ー
」と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。「
今
で
は
先
行

世
代
に
対
す

る
ケ
ア
と
し

て
親
の
介

護
、将
来
世

代
に
対
す
る

ケ
ア
と
し
て

子
育
て
、さ

ら
に
自
分
自

身
の
ケ
ア
が

必
要
な
時
代

と
な
っ
て
お

り
、バ
ラ
ン

ス
の
と
り
方
が
大
切
だ
」と
の
講
師
の
指
摘
を
受

け
た
今
回
の
講
演
も
、日
々
の
研
鑽
の
ひ
と
つ
と

し
て
学
生
の
み
な
さ
ん
と
対
応
し
て
い
く
上
で
必

ず
や
役
立
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
学
生
相
談
室
で
は

　

学
生
相
談
室
は
１
号
館
２
階
。２
０
１
５
年
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
学
生
相
談
専
用
の
６
つ
の
面
接

室
と
学
生
同
士
で
情
報
交
換
で
き
る
サ
ロ
ン（
談

話
室
）が
整
い
ま
し
た
。学
生
相
談
委
員
の
教
職

員
、臨
床
心
理
士
、精
神
科
医
が
安
全
で
快
適
な
面

接
室
で
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
お
り
、も
ち

ろ
ん
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
る
こ

と
に
も
万
全
を

期
し
て
い
ま

す
。２
０
１
６

年
度
の
利
用
率

は
６
・
３
％
で
、

日
本
学
生
相
談

学
会
の
全
国
調

査
に
よ
る
平
均

と
比
べ
て
高
い

利
用
率
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
、東
経
大
の
学
生
相
談
室
が
利
用

し
や
す
い
環
境
を
作
り
出
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　大学での4年間の学生生活は、新しい出会いと驚きの発見に満ち満ちています。その一方で、学生
のみなさんが大人への過渡期にさしかかって「不安」や「不満」の気持ちを抱くようなことにも少な
からず直面することでしょう。新入生の方々はなおのこと戸惑いが多くあるのではないでしょうか。
　東経大の学生相談室は、学業や進路をはじめプライベートな問題に至るまでさまざまな相談に対応
するため、1967年5月に開室されました。以来、「カウンセリングは自らの力を高めるためのクリエ
イティブな協同作業である」として常に学生に寄り添い、2017年度には開室50周年を迎えました。

学生相談室で待っています
　学生相談と聞くと、一部の病気を患ったり、困った事態に陥っ
たりした学生のためのものと想像してしまうかもしれません。し
かし、学生相談が担うのは「その人らしいより良い人生を送るた

めのプラスα」となること。カウンセ
リングは自らの力を高めるためのクリ
エイティブな協同作業なのです。

　学生のみなさん一人ひとりの
その人らしさ、そこにポジティ
ブ志向を上乗せしていく協同作
業にぜひ一緒に取り組んでいき
ましょう。

カ）始が９談のめ手継ンたつ

然
ー
」と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。「

一人ひとりその人らしく、

より良い学生生活を送るためのプラスα

～開室 50 周年を迎えた学生相談室の役割～

私
の
★
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

准
教
授　

松
永　

智
子

も
は
や
産
後
で
は
な
い

総
務
部
長

武
末　

直
子

第3回教員★リレーコラム

第3回職員★リレーコラム

　

赤
ん
坊
に
読
み
聞
か
せ
る
、
と
い
う
体
で
、

夢
中
に
な
っ
て
絵
本
を
読
み
ま
く
っ
て
い
た
育

休
も
佳
境
の
あ
る
日
。
思
い
が
け
ず
、
本
コ
ラ

ム
執
筆
の
ご
指
名
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
育
児
に

の
め
り
込
む
一
方
、
仕
事
を
中
断
し
て
い
る
後

ろ
め
た
さ
は
ど
ん
ど
ん
募
る
。
再
起
動
の
好
機

か
と
、
恥
を
承
知
で
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
と
い
う
わ
け
で
、
私
の
★
研
究
。

や
り
残
し
て
い
る
「
宿
題
」
の
話
を
さ
せ
て
下

さ
い
。
博
士
論
文
を
早
く
本
に
し
な
け
れ
ば
、

と
い
う
話
（
宣
誓
）
で
す
。

　

日
本
の
英
字
新
聞
は
、
一
体
誰
に
向
け
て
刊

行
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
高
校
生
の
頃
に
教

材
と
し
て
い
たJapan Tim

es

（JT

）
が
、
明

治
三
〇（
一
八
九
七
）
年
に
日
本
人
の
手
に
な

る
初
め
て
の
英
字
新
聞
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
と

知
っ
た
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
史
を
志
し
、
未
開
拓

の
テ
ー
マ
を
必
死
に
探
し
て
い
た
と
き
の
こ
と

で
し
た
。
政
府
の
支
援
を
受
け
たJT

は
、
権

力
批
判
を
理
想
と
す
る
既
存
の
新
聞
研
究
で
は

「
御
用
紙
」
と
看
過
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

実
際
にJT

は
、
戦
時
中
に
政
府
の
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
を
担
う
の
で
す
が
、
始
ま
り
は
、
内
地

雑
居
を
前
に
し
た
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
対
策
の
メ
デ
ィ
ア
で
し
た
。
論
説
記
事
の
み

な
ら
ず
、
日
本
語
新
聞
の
解
説
欄
、
求
人
広
告
、

投
書
欄
も
充
実
し
て
い
き
ま
す
。
日
本
語
リ
テ

ラ
シ
ー
の
な
い
外
国
人
に
、
生
活
情
報
を
提
供

し
、日
本
人
が
英
語
を
学
ぶ
場
、相
互
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
場
と
す
る
。
そ
の
大
義

名
分
は
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
、
挫
折
し
た
の

か
を
ま
と
め
ま
し
た
。
素
敵
な
編
集
者
に
巡
り

合
っ
て
意
気
揚
々
と
企
画
書
を
書
き
、
指
導

教
官
に
推
薦
書
ま
で
も
ら
っ
て
出
版
計
画
が

立
っ
た
の
に
、
筆
の
遅
さ
ゆ
え
未
だ
手
を
離

れ
て
い
ま
せ
ん
。
師
匠
に
は
「
巧
遅
は
拙
速

に
如
か
ず
」
と
指
導
さ
れ
て
き
た
の
に
。

　

東
経
大
に
就
職
が
決
ま
っ
て
京
都
を
出
る

と
き
、あ
る
先
生
に
こ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。「
研

究
者
と
し
て
独
り
立
ち
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

自
分
の
先
生
か
ら
自
由
に
な
る
と
い
う
こ
と

な
ん
だ
。
も
の
の
考
え
方
か
ら
着
眼
、
文
体

に
至
る
ま
で
、
み
ん
な
指
導
教
官
の
影
響
を

恐
ろ
し
く
受
け
て
い
る
。
先
生
が
偉
大
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
ね
。
師
匠
の
縮
小
再
生
産
に

邁
進
す
る
危
険
だ
っ
て
あ
る
。
だ
か
ら
一
度
、

自
分
の
中
の
“先
生
”を
抜
く
、
と
い
う
努
力

が
若
手
に
は
必
要
だ
と
思
う
よ
。
ま
あ
、
十

年
は
か
か
る
だ
ろ
う
ね
」。

　

な
る
ほ
ど
そ
う
か
と
肝
に
命
じ
て
か
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
に
四
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し

た
。
関
西
と
は
異
な
る
東
京
の
知
的
風
土
に

刺
激
を
受
け
、
新
し
い
こ
と
も
始
め
て
は
み

た
け
れ
ど
、「
宿
題
」
を
提
出
し
な
い
限
り
、

私
は
永
遠
に
先
生
か
ら
自
由
に
は
な
れ
な
い
。

子
ど
も
の
寝
息
が
砂
時
計
の
砂
の
音
に
聞
こ

え
て
き
て
・・・「
や
ば
い
！
」
と
飛
び
起
き
る
。

私
の
産
後
景
気
は
終
わ
っ
た
。
研
究
者
生
命

の
瀬
戸
際
に
立
っ
て
い
る
よ
う
な
、
ス
リ
ル

満
点
の
、
春
で
す
。

次
号
は
・
・
・
経
済
学
部
専
任
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　

山
辺　

弦
先
生
で
す
。

　

今
か
ら
お
よ
そ
五
年
前
、当
時
の
事
務
局
長

に
呼
ば
れ
総
務
課
長
へ
の
就
任
を
告
げ
ら
れ

た
。青
天
の
霹
靂
、か
な
り
の
驚
き
だ
っ
た
。中

途
採
用
で
本
学
に
就
職
し
て
十
九
年
の
ほ
と
ん

ど
を
、情
報
シ
ス
テ
ム
課
で
過
ご
し
て
き
た
。前

職
で
の
知
識
・
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
大
学
の

情
報
化
に
貢
献
で
き
る
職
場
に
自
分
と
し
て
も

満
足
し
て
い
た
し
、勿
論
異
動
が
あ
り
得
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
た
も
の
の
、何
と
な
く
自
分

は
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
、と
勝
手
に
思
っ
て
い
た

の
で
、正
直
本
当
に
び
っ
く
り
し
た
。

　

そ
の
際
、与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
が
、新
職
員
人

事
シ
ス
テ
ム
の
構
築
だ
っ
た
。本
学
以
外
の
職

場
の
経
験
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、本
学

の
職
場
環
境
に
課
題
を
感
じ
て
い
た
部
分
は

あ
っ
た
。組
織
と
し
て
人
を
育
て
る
仕
組
み
や

風
土
が
希
薄
な
こ
と
、皆
で
目
標
を
共
有
し
て

前
向
き
に
頑
張
る
推
進
力
が
弱
い
こ
と
、そ
ん

な
こ
と
は
ず
っ
と
感
じ
て
い
た
の
で
、新
し
い

挑
戦
を
始
め
よ
う
と
い
う
思
い
で
、総
務
課
長

に
就
任
し
た
。

　

就
任
し
た
ら
、そ
ん
な
思
い
は
吹
き
飛
ん
で

し
ま
う
よ
う
な
慌
た
だ
し
い
毎
日
の
連
続
だ
っ

た
。総
務
課
の
業
務
経
験
に
乏
し
か
っ
た
の
で
、

向
き
合
う
こ
と
一
つ
一
つ
全
て
が
勉
強
だ
っ

た
。そ
れ
で
も
容
赦
な
く
目
の
前
を
膨
大
な
書

類
が
通
過
し
、事
故
や
苦
情
な
ど
様
々
な
突
発

的
案
件
が
降
り
か
か
り
、諸
々
の
行
事
の
波
が

流
れ
て
き
た
。課
員
、上
司
は
じ
め
周
囲
の
方
々

の
協
力
、助
言
に
よ
り
、何
と
か
毎
日
を
凌
い
で

来
た
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

　

総
務
部
長
に
な
る
と
、ま
た
一
気
に
業
務
範

囲
が
広
が
り
、果
た
す
べ
き
役
割
も
大
き
く

な
っ
た
。経
理
も
管
財
も
、専
門
的
知
識
が
求

め
ら
れ
る
分
野
な
の
に
、自
分
に
は
足
り
な
い

も
の
が
多
す
ぎ
る
。勉
強
し
情
報
を
集
め
な
が

ら
、そ
し
て
、周
囲
の
方
々
の
協
力
、助
言
の
お

か
げ
で
何
と
か
毎
日
を
凌
い
で
い
る
状
態
は

相
変
わ
ら
ず
。本
来
は
、キ
ャ
リ
ア
を
き
ち
ん

と
積
み
上
げ
て
、そ
の
上
で
然
る
べ
き
役
割
を

担
う
べ
き
で
あ
る
と
思
う
も
の
の
、そ
ん
な
こ

と
を
言
っ
て
い
る
間
も
な
く
、明
日
の
予
定
も

山
盛
り
状
態
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
で
は
あ
る
が
、総
務
課
長
に
就
任

し
た
時
に
感
じ
て
い
た
課
題
、「
組
織
と
し
て

人
を
育
て
る
仕
組
み
作
り
」、「
皆
で
目
標
を
共

有
し
て
前
向
き
に
頑
張
れ
る
環
境
作
り
」に
向

け
て
、一
歩
ず
つ
で
も
前
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

新
学
期
が
始
ま
り
、新
入
生
を
迎
え
賑
わ
う

キ
ャ
ン
パ
ス
。眩
し
い
新
緑
が
芽
吹
い
て
い

る
。あ
と
何
度
、こ
の
景
色
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
、と
思
い
な
が
ら
、今
、自
分
に

で
き
る
最
善
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

次
号
は
・
・
・
学
務
部
長　

　
　
　
　
　
　
　

小
林　

克
己
さ
ん
で
す
。

私
の
★
シ
ゴ
ト
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島　

尚
希

経
営
学
部
２
年

　

こ
の
１
年
は
私
に
と
っ
て
大
変
に
貴
重
な
時
間

に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
は
と
て
も
濃
い
時
間
で
、
素

晴
ら
し
い
仲
間
に
囲
ま
れ
、
様
々
な
経
験
を
積
む
こ

と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。過
ぎ
て
い
く
時
間
の
流
れ

が
と
て
も
速
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
私
の
人
生

の
中
で
最
も
充
実
し
た
１
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
１
期
生
と

し
て
入
学
し
た
２
０
１
７
年
４
月
、
初
め
て
出
会

う
仲
間
に
最
初
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
50
人
と
い
う

他
学
部
に
比
べ
て
も
と
て
も
少
な
い
人
数
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
み
ん
な
す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
い
き

ま
し
た
。授
業
で
も
実
践
的
な
内
容
が
多
く
、
ひ
と

つ
の
課
題
に
つ
い
て
数
人
の
グ
ル
ー
プ
で
討
論

し
、
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
毎
週
や
っ

て
き
ま
し
た
。最
初
は
私
も
人
前
で
話
す
の
が
苦

手
で
、
言
い
た
い
内
容
を
聞
い
て
い
る
人
に
伝
え

る
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
回

数
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と
苦
手
意
識

が
消
え
て
い
き
ま
し
た
。そ
し
て
、
５
月
末
に
開
催

さ
れ
た
未
来
の
働
き
方
を
考
え
る
「G

o
o

g
le

 

W
o

m
e
n

w
ill

」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
き
っ
か

け
に
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
意
識
す
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
後
結
成
さ
れ
た
働
き
方
を
考
え
る
学
生

団
体「T

K
U

 U
n

lim
ite

d

」に
参
加
し
、「
働
き
方

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
企
画
・
開
催
し
ま

し
た
。皆
で
協
力
し
、
企
業
で
働
く
人
と
実
際
に
交

渉
を
重
ね
て
一
か
ら
立
ち
上
げ
、
聴
衆
を
集
め
て

成
功
に
導
い
た
こ
と
は
と
て
も
大
き
な
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

　

私
は
入
学
前
か
ら
大
学
生
の
う
ち
に
い
ろ
い
ろ

な
経
験
を
通
し
て
成
長
を
し
た
い
と
考
え
て
き
ま

し
た
。学
生
団
体
の
一
員
と
し
て
働
き
方
に
つ
い

て
考
え
た
り
、
国
際
協
力
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
勉
強
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。そ

の
他
に
も
個
人
的
に
多
く
海
外
に
行
こ
う
と
考
え

て
い
て
、
昨
年
12
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
、

今
年
の
３
月
に
は
サ
イ
パ
ン
と
タ
イ
に
行
き
ま
し

た
。観
光
だ
け
で
な
く
、
そ
の
国
の
雰
囲
気
や
人
々

の
生
活
な
ど
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
は
、
日
本
で
は

経
験
で
き
な
い
体
験
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な

ど
学
生
の
う
ち
に
多
く
の
国
に
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

私
は
将
来
、
人
材
育
成
に
か
か
わ
る
仕
事
が
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。今
、
成
長
が
著
し
い
企
業

で
も
人
材
育
成
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
な
い
と
そ

の
成
長
は
一
時
的
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。多
く
の
企
業
が
長
期
的
に
成
長
で
き
る
よ
う

な
人
材
を
多
く
育
て
る
手
助
け
を
将
来
的
に
で
き

た
ら
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
キ
ャ

リ
ア
に
つ
い
て
の
勉
強
を
し
た
り
、
大
学
主
催
の

キ
ャ
リ
ア
塾
に
参
加
し
て
実
際
の
新
人
研
修
に
近

い
も
の
を
経
験
し
た
り
し
ま
し
た
。今
ま
で
は
自

分
の
将
来
の
夢
を
聞
か
れ
て
も
曖
昧
な
答
え
し
か

返
せ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
１
年
、
大
学
の
授

業
は
も
ち
ろ
ん
学
生
団
体
で
の
活
動
な
ど
様
々
な

こ
と
を
経
験
し
て
い
く
う
ち
に
少
し
ず
つ
私
が
将

来
何
を
し
た
い
の
か
わ
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
残
さ
れ
た
大
学
３
年
間
を
過

ご
し
て
い
く
中
で
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。学
生
の
う
ち
に
た
く
さ
ん
考
え
て
、
い

ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
け
れ
ば
私
の
人

生
に
一
番
適
し
た
選
択
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
に
も
東
京
経
済
大
学
で
過
ご
せ
る

こ
の
４
年
間
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学生コラム学生コラム学生コラム

留学生コラム留学生コラム留学生コラム
『
日
本
へ
の
留
学
は
父
の
影
響
か
ら
』

『
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

　
　

    

過
ご
し
た
１
年
を
振
り
返
っ
て
』

『
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

　
　

    

過
ご
し
た
１
年
を
振
り
返
っ
て
』

C
H
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  S
H

E
I J
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N

G

経
済
学
部
３
年 

　

日
本
に
留
学
し
よ
う
と
考
え
た
の
は
父
の
影

響
で
あ
る
。
幼
い
頃
、
日
本
で
勤
務
し
て
い
た
父

が
電
話
し
て
く
る
度
に
、
日
本
の
伝
統
文
化
や
面

白
い
情
報
を
教
え
て
く
れ
た
。
最
も
忘
れ
ら
れ
な

い
こ
と
は
父
が
無
く
し
た
財
布
が
戻
っ
て
き
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
日
本
人
の
道
徳
心
が

高
い
と
強
く
感
じ
た
。
ま
た
、
震
災
に
便
乗
し
た

犯
罪
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
諸
外
国
で

見
ら
れ
る
よ
う
な
略
奪
や
暴
動
が
な
く
、
治
安
や

秩
序
な
ど
の
社
会
的
安
定
は
保
た
れ
て
い
た
こ

と
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
も
、
非
常
に
感
銘
を
受

け
た
。
母
国
の
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
一
年
間
、
大
学

に
通
っ
た
が
、
広
い
視
野
と
複
眼
的
な
価
値
観
を

持
っ
て
世
界
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
、
日
本
へ
留
学
す
る
こ
と
を
決
め
た
。そ

れ
は
、
自
分
の
人
生
に
転
機
を
も
た
ら
し
た
と

思
っ
て
い
る
。

　

大
学
の
生
活
に
つ
い
て
是
非
皆
さ
ん
に
紹
介

し
た
い
の
は
、
異
文
化
の
ゼ
ミ
で
ネ
パ
ー
ル
に
行

く
海
外
研
修
に
参
加
し
た
経
験
で
あ
る
。多
様
な

文
化
を
持
ち
、
精
神
的
に
豊
か
な
上
に
無
限
の
可

能
性
が
あ
る
は
ず
の
ネ
パ
ー
ル
が
発
展
で
き
な

い
の
は
な
ぜ
な
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
研
修

の
目
的
で
あ
っ
た
。
二
週
間
の
海
外
研
修
を
通
じ

て
、
性
差
別
こ
そ
が
そ
の
国
の
発
展
を
妨
げ
る
原

因
の
一
つ
で
あ
る
と
気
付
く
と
と
も
に
、
ネ
パ
ー

ル
か
ら
見
ら
れ
た
母
国
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
違
い
、

ま
た
日
本
と
の
違
い
を
比
較
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
社
会
的
秩
序
を
経
済
の
現
状
に
当
て
は
め

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
の
研
修
に

よ
っ
て
一
つ
大
切
な
発
見
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。そ
れ
は
、
確
か
に
専
門
知
識
の
習
得
は
大
切

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
習
得
し
た
専
門
知
識
を

ど
の
よ
う
に
活
か
せ
ば
良
い
の
か
を
考
え
な
が

ら
、自
分
の
潜
在
的
な
可
能
性
を
拡
大
す
る
よ
う

考
え
る
事
こ
そ
大
学
に
入
る
本
当
の
意
味
な
の

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
人
の
よ
う
に
仕
事
に
忠
実
に
対
応
す
る

態
度
を
身
に
付
け
た
い
私
は
、
大
学
卒
業
後
に

は
日
本
で
就
職
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
留
学

生
と
し
て
は
、
社
会
人
基
礎
力
を
育
成
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
周
囲
よ
り
も
い
ち
早
く
マ
ナ
ー

や
話
し
方
な
ど
の
基
礎
知
識
を
得
る
こ
と
が
さ

ら
に
大
切
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
め
た
が
、
イ
ン

タ
ー
ン
と
し
て
う
ま
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

今
は
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
を
一
生
懸
命
に
勉
強
し

て
い
る
。
Ｂ
Ｊ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
能
力
テ
ス

ト
も
受
け
る
予
定
だ
。

　

国
際
的
に
活
躍
す
る
た
め
の
経
験
を
積
む
た

め
に
も
、
日
本
の
国
際
的
企
業
に
就
職
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
方
面
に
は
日
本

企
業
が
数
多
く
進
出
し
て
い
る
た
め
、
何
年
後

か
に
は
母
国
の
マ
レ
ー
シ
ア
で
日
系
企
業
か
日

本
と
関
係
の
深
い
会
社
に
転
じ
た
い
と
も
思

う
。そ
し
て
、
日
本
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
架
け
橋
と

な
り
、
母
国
に
お
け
る
外
国
企
業
と
の
取
引
や

国
の
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

チ
ュ
ウ　
　
　

セ
イ
ジ
ェ
ン

響
か
ら
』

響
か
ら
』
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H
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経
済
学
部
３
年

考
え
る
事
こ
そ
大
学
に
入
る
本
当
の
意
味
な
の

　

１
３
・
９
％
。
こ
れ
は
現
在
の
日
本
の
「
子

ど
も
の
貧
困
率
」
（
17
歳
以
下
）
を
表
し
た
数

値
（
平
成
28
年 

国
民
生
活
基
礎
調
査
）
で
あ
る
。

１
３
・
９
％
と
い
う
数
字
は
、
人
数
に
例
え
る

と
７
人
に
１
人
の
子
ど
も
が
貧
困
状
態
に
あ
る

と
い
え
る
。
前
回
調
査
時
の
２
０
１
２
年
で
の

貧
困
率
は
１
６
・
３
％
で
過
去
最
悪
の
数
字
で

あ
り
、
６
人
に
１
人
の
子
ど
も
が
貧
困
状
態
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
直
近
の
２
０
１
６
年
度
調

査
で
２
・
４
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
貧
困
率
は
改
善

し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
貧
困
と
い
う
の
は
「
絶
対
的
貧
困
」

と
「
相
対
的
貧
困
」
の
２
種
類
に
定
義
さ
れ
、

日
本
で
の
「
子
ど
も
の
貧
困
率
」
は
相
対
的
貧

困
の
こ
と
を
指
す
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

“
４
人

世
帯
の
可
処
分
所
得
が
２
５
０
万
円
未
満

”
く

ら
い
を
想
定
す
れ
ば
、
子
ど
も
に
お
い
て
は
家

庭
の
事
情
や
ひ
と
り
親
世
帯
で
あ
る
た
め
塾
に

行
け
な
い
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
た
め
経

済
的
に
高
校
や
大
学
な
ど
へ
の
進
学
を
諦
め
て

し
ま
う
、
親
が
夜
遅
く
ま
で
働
い
て
い
る
た
め

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
、
な
ど
貧
困

に
悩
ん
で
い
る
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
２
０
１
３

年
に
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
」
が
制
定
さ
れ

て
、
よ
う
や
く
日
本
が
本
格
的
に
学
習
支
援
な

ど
の
無
料
塾
や
子
ど
も
食
堂
、
居
場
所
づ
く
り

な
ど
、
改
善
に
向
け
て
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
話
を
聞
い
て
私
は
、
先
輩
か
ら
の

紹
介
も
あ
り
学
習
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始

め
た
。
対
象
は
中
学
生
で
、
主
に
週
１
回
ほ
ど

勉
強
を
教
え
て
い
る
。
そ
こ
で
関
わ
る
生
徒
を

見
て
い
る
と
、
普
通
の
生
徒
と
変
わ
り
な
く
勉

強
意
欲
も
高
く
、
進
学
を
希
望
し
て
い
る
生
徒

も
多
い
。
し
か
し
経
済
的
な
理
由
で
塾
に
行
け

ず
に
学
習
支
援
を
受
け
て
い
る
現
状
を
目
の
当

た
り
に
す
る
と
、
貧
困
が
原
因
で
学
習
環
境
が

整
え
ら
れ
ず
十
分
な
勉
強
時
間
が
取
れ
な
い

子
ど
も
た
ち
が
い
る
こ
と
は
問
題
だ
と
思
う
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
近
道
は
、

例
え
ば
今
あ
る
奨
学
金
制
度
の
上
に
給
付
型

奨
学
金
を
増
や
し
て
支
援
を
し
た
り
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
活
用
し
て
担
任

と
の
連
携
を
取
り
合
い
、
地
域
の
人
な
ど
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に
す
る
な
ど
、
社

会
生
活
を
支
え
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
も

必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る

こ
と
で
情
報
共
有
が
で
き
、
少
し
で
も
解
決

に
つ
な
が
る
と
思
う
。
実
際
に
学
生
時
代
に

学
ん
だ
こ
と
は
社
会
に
出
た
時
に
必
ず
役
に

立
つ
こ
と
で
あ
り
、
働
く
上
で
の
能
力
に
な
っ

て
く
る
た
め
早
い
う
ち
か
ら
対
策
を
考
え
る

こ
と
が
大
切
だ
。

　

今
現
在
、
直
ち
に
貧
困
問
題
を
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
減
ら
す
こ
と
は
可
能

な
は
ず
だ
。
こ
れ
か
ら
先
、
貧
困
問
題
が
少

し
で
も
改
善
し
て
い
き
、
格
差
の
な
い
日
本

に
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

～
日
本
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困
率
を
見
る
～

～
日
本
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困
率
を
見
る
～

大
和  

慎
吾

経
営
学
部
４
年

学生記者の  　　点学生記者の  　　点学生記者の  　　点学生記者の  　　点視

困考３れなり
。

の始どを勉徒け当が

学生記者募集！

学生記者募集！

　　 （アルバイト）

　　 （アルバイト）

詳しくは広報課（1号館1階）まで

・取材・原稿執筆、写真・動画撮影、

  動画制作に興味のある1・2年生

・経験不問

あなたから東経大の魅力を

情報発信してください！！

・取材・原稿執筆、写真・動画撮影、

  動画制作に興味のある1・2年生

・経験不問

あなたから東経大の魅力を

情報発信してください！！

2018年度実施予定企画

芸 術 公 演

芸 術 公 演 学術講演会

学術講演会

　地図は文字より古いと言われます。人類は太古の昔から地図を作成してき
ました。国家が形成されると、国家は、領土の明示、徴税、土木建設などのため
に様々な地図を作成します。わが国においても、律令国家の形成とともに国家
の地図が作成され、江戸幕府の国絵図、伊能忠敬の全国測量、明治政府の近代
地図などを経て、現在の国土地理院が作成する国家の地図に繫がっています。
   このような地図作成の歴史と地図作成技術の変遷について国絵図、伊能図、
近代の地形図などを例に採り説明します。国家・国民にとって地図がいかな
るものか理解頂けるようにしたいと思います。

― 講 演 概 要 ―

テノール  佐野 成宏 氏

開催日　2018 年 6 月 9 日 （土）

4 号館 D101 教室

講師　星埜　由尚 氏

開催日 2018 年 5 月 12 日（土）

2 号館 B301 教室

東京地学協会副会長・元国土地理院院長

「国家と地図」「国家と地図」

「佐野成宏テノールリサイタル」「佐野成宏テノールリサイタル」
「1900 年 ・ 英国ケンブリッジ「1900 年 ・ 英国ケンブリッジ
　＜トリニティ ・ カレッジ＞の大倉喜七郎」　＜トリニティ ・ カレッジ＞の大倉喜七郎」

講師　元ケンブリッジ大学図書館日本部長　小山　騰  氏

コメンテーター　本学名誉教授　村上　勝彦 氏

開催日　2018 年 11 月 24 日 （土）

大倉喜八郎 進一層館 （フォワードホール） 【予定】

「考古学から社会を読み解く ：
　　　　過去 ・ 現在 ・ 未来」 （仮）
「考古学から社会を読み解く ：
　　　　過去 ・ 現在 ・ 未来」 （仮）

講師　溝口　孝司 氏

開催日　2019 年 2 月 16 日 （土）

2 号館 B301 教室【予定】

世界考古学会議（WAC）会長・九州大学教授

学術講演会

薩摩琵琶演奏家　須田  誠舟 氏
日本琵琶楽協会理事長

開催日　2018 年 10 月 20 日 （土）

大倉喜八郎 進一層館 （フォワードホール） 【予定】

「平家物語を聴く

　　　　～琵琶演奏会」 （仮）

「平家物語を聴く「平家物語を聴く

　　　　～琵琶演奏会」 （仮）

氏

）））

学術講演会

大倉記念学芸振興会より
詳細は順次、本学Webサイトでご紹介してまいります。
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島　

尚
希

経
営
学
部
２
年

　

こ
の
１
年
は
私
に
と
っ
て
大
変
に
貴
重
な
時
間

に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
は
と
て
も
濃
い
時
間
で
、
素

晴
ら
し
い
仲
間
に
囲
ま
れ
、
様
々
な
経
験
を
積
む
こ

と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。過
ぎ
て
い
く
時
間
の
流
れ

が
と
て
も
速
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
私
の
人
生

の
中
で
最
も
充
実
し
た
１
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
１
期
生
と

し
て
入
学
し
た
２
０
１
７
年
４
月
、
初
め
て
出
会

う
仲
間
に
最
初
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
50
人
と
い
う

他
学
部
に
比
べ
て
も
と
て
も
少
な
い
人
数
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
み
ん
な
す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
い
き

ま
し
た
。授
業
で
も
実
践
的
な
内
容
が
多
く
、
ひ
と

つ
の
課
題
に
つ
い
て
数
人
の
グ
ル
ー
プ
で
討
論

し
、
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
毎
週
や
っ

て
き
ま
し
た
。最
初
は
私
も
人
前
で
話
す
の
が
苦

手
で
、
言
い
た
い
内
容
を
聞
い
て
い
る
人
に
伝
え

る
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
回

数
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と
苦
手
意
識

が
消
え
て
い
き
ま
し
た
。そ
し
て
、
５
月
末
に
開
催

さ
れ
た
未
来
の
働
き
方
を
考
え
る
「G

o
o

g
le

 

W
o

m
e
n

w
ill

」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
き
っ
か

け
に
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
意
識
す
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
後
結
成
さ
れ
た
働
き
方
を
考
え
る
学
生

団
体「T

K
U

 U
n

lim
ite

d

」に
参
加
し
、「
働
き
方

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
企
画
・
開
催
し
ま

し
た
。皆
で
協
力
し
、
企
業
で
働
く
人
と
実
際
に
交

渉
を
重
ね
て
一
か
ら
立
ち
上
げ
、
聴
衆
を
集
め
て

成
功
に
導
い
た
こ
と
は
と
て
も
大
き
な
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

　

私
は
入
学
前
か
ら
大
学
生
の
う
ち
に
い
ろ
い
ろ

な
経
験
を
通
し
て
成
長
を
し
た
い
と
考
え
て
き
ま

し
た
。学
生
団
体
の
一
員
と
し
て
働
き
方
に
つ
い

て
考
え
た
り
、
国
際
協
力
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
勉
強
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。そ

の
他
に
も
個
人
的
に
多
く
海
外
に
行
こ
う
と
考
え

て
い
て
、
昨
年
12
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
、

今
年
の
３
月
に
は
サ
イ
パ
ン
と
タ
イ
に
行
き
ま
し

た
。観
光
だ
け
で
な
く
、
そ
の
国
の
雰
囲
気
や
人
々

の
生
活
な
ど
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
は
、
日
本
で
は

経
験
で
き
な
い
体
験
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な

ど
学
生
の
う
ち
に
多
く
の
国
に
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

私
は
将
来
、
人
材
育
成
に
か
か
わ
る
仕
事
が
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。今
、
成
長
が
著
し
い
企
業

で
も
人
材
育
成
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
な
い
と
そ

の
成
長
は
一
時
的
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。多
く
の
企
業
が
長
期
的
に
成
長
で
き
る
よ
う

な
人
材
を
多
く
育
て
る
手
助
け
を
将
来
的
に
で
き

た
ら
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
キ
ャ

リ
ア
に
つ
い
て
の
勉
強
を
し
た
り
、
大
学
主
催
の

キ
ャ
リ
ア
塾
に
参
加
し
て
実
際
の
新
人
研
修
に
近

い
も
の
を
経
験
し
た
り
し
ま
し
た
。今
ま
で
は
自

分
の
将
来
の
夢
を
聞
か
れ
て
も
曖
昧
な
答
え
し
か

返
せ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
１
年
、
大
学
の
授

業
は
も
ち
ろ
ん
学
生
団
体
で
の
活
動
な
ど
様
々
な

こ
と
を
経
験
し
て
い
く
う
ち
に
少
し
ず
つ
私
が
将

来
何
を
し
た
い
の
か
わ
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
残
さ
れ
た
大
学
３
年
間
を
過

ご
し
て
い
く
中
で
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。学
生
の
う
ち
に
た
く
さ
ん
考
え
て
、
い

ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
け
れ
ば
私
の
人

生
に
一
番
適
し
た
選
択
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
に
も
東
京
経
済
大
学
で
過
ご
せ
る

こ
の
４
年
間
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学生コラム学生コラム学生コラム

留学生コラム留学生コラム留学生コラム
『
日
本
へ
の
留
学
は
父
の
影
響
か
ら
』

『
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

　
　

    

過
ご
し
た
１
年
を
振
り
返
っ
て
』

『
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

　
　

    

過
ご
し
た
１
年
を
振
り
返
っ
て
』

C
H

E
W

  S
H

E
I J

IE
N

G

経
済
学
部
３
年 

　

日
本
に
留
学
し
よ
う
と
考
え
た
の
は
父
の
影

響
で
あ
る
。
幼
い
頃
、
日
本
で
勤
務
し
て
い
た
父

が
電
話
し
て
く
る
度
に
、
日
本
の
伝
統
文
化
や
面

白
い
情
報
を
教
え
て
く
れ
た
。
最
も
忘
れ
ら
れ
な

い
こ
と
は
父
が
無
く
し
た
財
布
が
戻
っ
て
き
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
日
本
人
の
道
徳
心
が

高
い
と
強
く
感
じ
た
。
ま
た
、
震
災
に
便
乗
し
た

犯
罪
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
諸
外
国
で

見
ら
れ
る
よ
う
な
略
奪
や
暴
動
が
な
く
、
治
安
や

秩
序
な
ど
の
社
会
的
安
定
は
保
た
れ
て
い
た
こ

と
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
も
、
非
常
に
感
銘
を
受

け
た
。
母
国
の
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
一
年
間
、
大
学

に
通
っ
た
が
、
広
い
視
野
と
複
眼
的
な
価
値
観
を

持
っ
て
世
界
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
、
日
本
へ
留
学
す
る
こ
と
を
決
め
た
。そ

れ
は
、
自
分
の
人
生
に
転
機
を
も
た
ら
し
た
と

思
っ
て
い
る
。

　

大
学
の
生
活
に
つ
い
て
是
非
皆
さ
ん
に
紹
介

し
た
い
の
は
、
異
文
化
の
ゼ
ミ
で
ネ
パ
ー
ル
に
行

く
海
外
研
修
に
参
加
し
た
経
験
で
あ
る
。多
様
な

文
化
を
持
ち
、
精
神
的
に
豊
か
な
上
に
無
限
の
可

能
性
が
あ
る
は
ず
の
ネ
パ
ー
ル
が
発
展
で
き
な

い
の
は
な
ぜ
な
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
研
修

の
目
的
で
あ
っ
た
。
二
週
間
の
海
外
研
修
を
通
じ

て
、
性
差
別
こ
そ
が
そ
の
国
の
発
展
を
妨
げ
る
原

因
の
一
つ
で
あ
る
と
気
付
く
と
と
も
に
、
ネ
パ
ー

ル
か
ら
見
ら
れ
た
母
国
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
違
い
、

ま
た
日
本
と
の
違
い
を
比
較
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
社
会
的
秩
序
を
経
済
の
現
状
に
当
て
は
め

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
の
研
修
に

よ
っ
て
一
つ
大
切
な
発
見
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。そ
れ
は
、
確
か
に
専
門
知
識
の
習
得
は
大
切

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
習
得
し
た
専
門
知
識
を

ど
の
よ
う
に
活
か
せ
ば
良
い
の
か
を
考
え
な
が

ら
、自
分
の
潜
在
的
な
可
能
性
を
拡
大
す
る
よ
う

考
え
る
事
こ
そ
大
学
に
入
る
本
当
の
意
味
な
の

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
人
の
よ
う
に
仕
事
に
忠
実
に
対
応
す
る

態
度
を
身
に
付
け
た
い
私
は
、
大
学
卒
業
後
に

は
日
本
で
就
職
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
留
学

生
と
し
て
は
、
社
会
人
基
礎
力
を
育
成
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
周
囲
よ
り
も
い
ち
早
く
マ
ナ
ー

や
話
し
方
な
ど
の
基
礎
知
識
を
得
る
こ
と
が
さ

ら
に
大
切
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
め
た
が
、
イ
ン

タ
ー
ン
と
し
て
う
ま
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

今
は
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
を
一
生
懸
命
に
勉
強
し

て
い
る
。
Ｂ
Ｊ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
能
力
テ
ス

ト
も
受
け
る
予
定
だ
。

　

国
際
的
に
活
躍
す
る
た
め
の
経
験
を
積
む
た

め
に
も
、
日
本
の
国
際
的
企
業
に
就
職
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
方
面
に
は
日
本

企
業
が
数
多
く
進
出
し
て
い
る
た
め
、
何
年
後

か
に
は
母
国
の
マ
レ
ー
シ
ア
で
日
系
企
業
か
日

本
と
関
係
の
深
い
会
社
に
転
じ
た
い
と
も
思

う
。そ
し
て
、
日
本
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
架
け
橋
と

な
り
、
母
国
に
お
け
る
外
国
企
業
と
の
取
引
や

国
の
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

チ
ュ
ウ　
　
　

セ
イ
ジ
ェ
ン

響
か
ら
』

響
か
ら
』

C
H

E
W

  S
H

E
I J

IE
N

G

経
済
学
部
３
年

考
え
る
事
こ
そ
大
学
に
入
る
本
当
の
意
味
な
の

　

１
３
・
９
％
。
こ
れ
は
現
在
の
日
本
の
「
子

ど
も
の
貧
困
率
」
（
17
歳
以
下
）
を
表
し
た
数

値
（
平
成
28
年 

国
民
生
活
基
礎
調
査
）
で
あ
る
。

１
３
・
９
％
と
い
う
数
字
は
、
人
数
に
例
え
る

と
７
人
に
１
人
の
子
ど
も
が
貧
困
状
態
に
あ
る

と
い
え
る
。
前
回
調
査
時
の
２
０
１
２
年
で
の

貧
困
率
は
１
６
・
３
％
で
過
去
最
悪
の
数
字
で

あ
り
、
６
人
に
１
人
の
子
ど
も
が
貧
困
状
態
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
直
近
の
２
０
１
６
年
度
調

査
で
２
・
４
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
貧
困
率
は
改
善

し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
貧
困
と
い
う
の
は
「
絶
対
的
貧
困
」

と
「
相
対
的
貧
困
」
の
２
種
類
に
定
義
さ
れ
、

日
本
で
の
「
子
ど
も
の
貧
困
率
」
は
相
対
的
貧

困
の
こ
と
を
指
す
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

“
４
人

世
帯
の
可
処
分
所
得
が
２
５
０
万
円
未
満

”
く

ら
い
を
想
定
す
れ
ば
、
子
ど
も
に
お
い
て
は
家

庭
の
事
情
や
ひ
と
り
親
世
帯
で
あ
る
た
め
塾
に

行
け
な
い
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
た
め
経

済
的
に
高
校
や
大
学
な
ど
へ
の
進
学
を
諦
め
て

し
ま
う
、
親
が
夜
遅
く
ま
で
働
い
て
い
る
た
め

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
、
な
ど
貧
困

に
悩
ん
で
い
る
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
２
０
１
３

年
に
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
」
が
制
定
さ
れ

て
、
よ
う
や
く
日
本
が
本
格
的
に
学
習
支
援
な

ど
の
無
料
塾
や
子
ど
も
食
堂
、
居
場
所
づ
く
り

な
ど
、
改
善
に
向
け
て
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
話
を
聞
い
て
私
は
、
先
輩
か
ら
の

紹
介
も
あ
り
学
習
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始

め
た
。
対
象
は
中
学
生
で
、
主
に
週
１
回
ほ
ど

勉
強
を
教
え
て
い
る
。
そ
こ
で
関
わ
る
生
徒
を

見
て
い
る
と
、
普
通
の
生
徒
と
変
わ
り
な
く
勉

強
意
欲
も
高
く
、
進
学
を
希
望
し
て
い
る
生
徒

も
多
い
。
し
か
し
経
済
的
な
理
由
で
塾
に
行
け

ず
に
学
習
支
援
を
受
け
て
い
る
現
状
を
目
の
当

た
り
に
す
る
と
、
貧
困
が
原
因
で
学
習
環
境
が

整
え
ら
れ
ず
十
分
な
勉
強
時
間
が
取
れ
な
い

子
ど
も
た
ち
が
い
る
こ
と
は
問
題
だ
と
思
う
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
近
道
は
、

例
え
ば
今
あ
る
奨
学
金
制
度
の
上
に
給
付
型

奨
学
金
を
増
や
し
て
支
援
を
し
た
り
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
活
用
し
て
担
任

と
の
連
携
を
取
り
合
い
、
地
域
の
人
な
ど
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に
す
る
な
ど
、
社

会
生
活
を
支
え
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
も

必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る

こ
と
で
情
報
共
有
が
で
き
、
少
し
で
も
解
決

に
つ
な
が
る
と
思
う
。
実
際
に
学
生
時
代
に

学
ん
だ
こ
と
は
社
会
に
出
た
時
に
必
ず
役
に

立
つ
こ
と
で
あ
り
、
働
く
上
で
の
能
力
に
な
っ

て
く
る
た
め
早
い
う
ち
か
ら
対
策
を
考
え
る

こ
と
が
大
切
だ
。

　

今
現
在
、
直
ち
に
貧
困
問
題
を
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
減
ら
す
こ
と
は
可
能

な
は
ず
だ
。
こ
れ
か
ら
先
、
貧
困
問
題
が
少

し
で
も
改
善
し
て
い
き
、
格
差
の
な
い
日
本

に
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

～
日
本
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困
率
を
見
る
～

～
日
本
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困
率
を
見
る
～

大
和  

慎
吾

経
営
学
部
４
年

学生記者の  　　点学生記者の  　　点学生記者の  　　点学生記者の  　　点視

困考３れなり
。

の始どを勉徒け当が

学生記者募集！

学生記者募集！

　　 （アルバイト）

　　 （アルバイト）

詳しくは広報課（1号館1階）まで

・取材・原稿執筆、写真・動画撮影、

  動画制作に興味のある1・2年生

・経験不問

あなたから東経大の魅力を

情報発信してください！！

・取材・原稿執筆、写真・動画撮影、

  動画制作に興味のある1・2年生

・経験不問

あなたから東経大の魅力を

情報発信してください！！

2018年度実施予定企画

芸 術 公 演

芸 術 公 演 学術講演会

学術講演会

　地図は文字より古いと言われます。人類は太古の昔から地図を作成してき
ました。国家が形成されると、国家は、領土の明示、徴税、土木建設などのため
に様々な地図を作成します。わが国においても、律令国家の形成とともに国家
の地図が作成され、江戸幕府の国絵図、伊能忠敬の全国測量、明治政府の近代
地図などを経て、現在の国土地理院が作成する国家の地図に繫がっています。
   このような地図作成の歴史と地図作成技術の変遷について国絵図、伊能図、
近代の地形図などを例に採り説明します。国家・国民にとって地図がいかな
るものか理解頂けるようにしたいと思います。

― 講 演 概 要 ―

テノール  佐野 成宏 氏

開催日　2018 年 6 月 9 日 （土）

4 号館 D101 教室

講師　星埜　由尚 氏

開催日 2018 年 5 月 12 日（土）

2 号館 B301 教室

東京地学協会副会長・元国土地理院院長

「国家と地図」「国家と地図」

「佐野成宏テノールリサイタル」「佐野成宏テノールリサイタル」
「1900 年 ・ 英国ケンブリッジ「1900 年 ・ 英国ケンブリッジ
　＜トリニティ ・ カレッジ＞の大倉喜七郎」　＜トリニティ ・ カレッジ＞の大倉喜七郎」

講師　元ケンブリッジ大学図書館日本部長　小山　騰  氏

コメンテーター　本学名誉教授　村上　勝彦 氏

開催日　2018 年 11 月 24 日 （土）

大倉喜八郎 進一層館 （フォワードホール） 【予定】

「考古学から社会を読み解く ：
　　　　過去 ・ 現在 ・ 未来」 （仮）
「考古学から社会を読み解く ：
　　　　過去 ・ 現在 ・ 未来」 （仮）

講師　溝口　孝司 氏

開催日　2019 年 2 月 16 日 （土）

2 号館 B301 教室【予定】

世界考古学会議（WAC）会長・九州大学教授

学術講演会

薩摩琵琶演奏家　須田  誠舟 氏
日本琵琶楽協会理事長

開催日　2018 年 10 月 20 日 （土）

大倉喜八郎 進一層館 （フォワードホール） 【予定】

「平家物語を聴く

　　　　～琵琶演奏会」 （仮）

「平家物語を聴く「平家物語を聴く

　　　　～琵琶演奏会」 （仮）

氏

）））

学術講演会

大倉記念学芸振興会より
詳細は順次、本学Webサイトでご紹介してまいります。
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CLOSE  UP

■教員リレーコラム 私の★研究

■学⽣コラム・留学⽣コラム   ほか 

■各分野で活躍した学⽣を表彰する「ＴＫＵ進⼀層賞」
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LOSE  UPCC
各分野で活躍した学⽣を表彰する「ＴＫＵ進⼀層賞」各分野で活躍した学⽣を表彰する「ＴＫＵ進⼀層賞」

〜 2018 年度の表彰式に⽴つチャンスは誰にでも〜〜 2018 年度の表彰式に⽴つチャンスは誰にでも〜

　本学学生の文筆活動、課外活動、資格取得、学外活動等の成
果を広く表彰する「ＴＫＵ進一層賞」。かつては活動分野ごと
別々の表彰制度であったものを、2009年度に「ＴＫＵ進一
層表彰制度」として統一し、「学芸部門」、「資格取得部門」、「課
外活動部門」のそれぞれを表彰してきました。2017年度に
は、近年とみに学外コンテストなどで華々しい成果を残して
いるゼミ活動に着目して、「課外活動部門」から「ゼミ学外活
動部門」を独立させるとともに「ＴＫＵ進一層賞」と新たな名
称が付けられました。
　2018年3月7日（水）、「ＴＫＵ進一層賞」と名称が改まっ
て初めてとなる表彰式では、「学芸部門」で４名、「資格取得部
門」では主たる資格で45名、その他資格では545名、「課外活
動分野」で5名と1団体、「ゼミ学外活動部門」では8つのゼミ
ナールがそれぞれ表彰されました。
　表彰対象となる活動成果の難易度によって表彰内容は異
なりますが、注目すべきは表彰された学生の数ではないで
しょうか。サークル単位やゼミ単位で表彰されている形があ
ることも併せて考えれば、実に多くの学生がこの制度によっ
て表彰されていることになります。

　応募の時期はエントリーする「部門」によって違いがある
ものの、表彰に結びつくのは活動の成果ですから、取り組み
始めるのならば早いにこしたことはありません。年度初め
の今こそスタートを切る絶好の機会です。対象が多岐にわ
たっている分、表彰される可能性は誰にでもあるというこ
とができそうです。
　「一年の計は元旦にあり」ではありませんが、年度初めの
一念発起で取り組んでいけば2018年度の「ＴＫＵ進一層
賞」表彰式の場に立つ自分がいるかもしれません。
　ぜひ挑戦してみてください。


